














ybCr03のCr励起子 (4A2-2E)およびNnF2のMn励起子 (6A.-4E)は負の大きな分散 を
持つ｡このため励起子 ･スピン波複合励起の低エネルギー側が鎖 くカットされ､この部分












いとすると異なるサイ ト間の共鳴効果で連続バ ン ドから分離 しているわけであるから
Sub-latticesplittingは起こらない｡ところが C軸に磁場をかけるとboundstateは分
裂することがわかった｡ また磁場の増加 とともにboundstateの安定化エネルギー
(bounstateと連続bandの間隔)が大 きくなることがわかった｡NnF2の励起子 ･スピン波
のboundstateの出現機構 として､他のモデルを考える必要がある｡
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